
特集　多文化共生のまちづくりに向けて ２

米原南工業団地　立地企業と契約を締結　　　　　 ５

10月から年金の特別徴収制度がスタート　　 ６

次回の広報まいばら発行日　７月１日号　６月25日（木）

主 な 内 容
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法
務
省
入
管
統
計
に
よ
り
ま

す
と
、
２
０
０
７
年
末
現
在
に

お
け
る
日
本
国
内
の
外
国
人
登

録
者
数
は
２,
１
５
２,
９
７
３
人

で
、
日
本
の
人
口
の
１.

６
９
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
２
０
０
９
年
２
月
28
日
現

在
、
米
原
市
で
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
外
国
籍
市
民
の
数
は
７
６
１
人

で
す
。
２
０
０
９
年
３
月
１
日
現
在

の
米
原
市
の
人
口
は
４
１,
８
２
９
人

で
す
か
ら
、
市
全
体
の
人
口
の
う
ち
、

外
国
籍
市
民
の
占
め
る
割
合
は
、
１.

８
１
％
と
な
り
ま
す
。

外
国
籍
市
民
の
内
訳
を
国
籍
別
に

み
て
み
る
と
、
米
原
市
の
場
合
、
ブ

ラ
ジ
ル
籍
市
民
が
全
体
の
過
半
数
を

占
め
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

＊
内
訳
は
右
下
の
グ
ラ
フ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

＊
外
国
人
登
録
者
数
、
市
の
人
口
は
調
査
時
点

で
最
新
の
も
の
で
す
。

来
住
の
経
緯
は
、
国
籍
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

米
原
市
の
場
合
、
ブ
ラ
ジ
ル
籍
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
籍
の
人
々
の
一
部
が
、

「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
「
定
住
者
」

な
ど
の
在
留
資
格
で
日
本
に
住
ん
で

い
ま
す
。
彼
／
彼
女
ら
は
、
１
９
９

０
年
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
改
正
以
降
に
来
日
し
、
滞
日
歴

が
長
く
、
家
族
単
位
で
定
住
し
て
い

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
し
か
し
、
昨

「
多
文
化
共
生
社
会
」
と
は
、
国
籍

や
文
化
、
習
慣
な
ど
の
違
い
に
関
わ

ら
ず
、
お
互
い
に
認
め
合
っ
て
対
等

な
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
地
域
の
構

成
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
社
会

の
こ
と
で
す
。

日
本
全
体
で
の
外
国
人
登
録
者
数

は
年
々
増
え
続
け
、
地
域
の
国
際
化

も
急
速
に
進
ん
で
い
る
中
、
市
で
は

昨
年
度
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
実
態
把
握
を
目
的
に
、
市

内
で
生
活
し
て
い
る
外
国
籍
市
民
を

対
象
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

今
回
の
特
集
は
、
共
生
社
会
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
調

査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
外
国

籍
市
民
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
み

な
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

外
国
籍
市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

▼
調
査
期
間
　

平
成
20
年
10
月
〜
平
成
21
年
２
月

▼
調
査
世
帯
数
（
15
世
帯
）

ブ
ラ
ジ
ル(

９
世
帯)

中
国(

２
世
帯)

フ
ィ
リ
ピ
ン(

２
世
帯)

韓
国
・
朝
鮮
（
１
世
帯
）
ベ
ト
ナ
ム
（
１
世
帯
）

ブラジル籍 
64%

中国籍 
18%

韓国・朝鮮籍　8%
フィリピン　5%
ベトナム　1%
その他　4%

市
内
に
は
ど
の
国
籍
の
人
が

ど
の
く
ら
い
住
ん
で
い
る
の
？

外
国
籍
市
民
の
概
況

ど
の
よ
う
な
経
緯
、

在
留
資
格
で

市
で
生
活
し
て
い
る
の
？

インタビュー調査から届いた 

多文化共生の 
　まちづくりに向けて 

特 
集 

報告  vol.１ 

外国籍市民の 外国籍市民の 

（平成21年２月末現在）

外国籍市民の国籍別内訳（米原市）



年
末
か
ら
の
不
況
で
多
く
の
ブ
ラ
ジ

ル
籍
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
籍
の
人
々
が
仕

事
を
失
っ
て
い
ま
す
。
失
業
し
た

人
々
の
多
く
は
、
日
本
で
の
定
住
も

し
く
は
永
住
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、

新
し
く
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難

し
く
、
や
む
を
え
ず
帰
国
を
予
定
し

て
い
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
市
内
在
住
の
中
国
籍
と
ベ
ト

ナ
ム
籍
の
人
々
の
在
留
資
格
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
「
研
修
」
で
す
。

彼
／
彼
女
ら
は
、
市
内
の
企
業
と
契

約
を
結
ん
で
来
日
し
、「
研
修
生
」
と

し
て
就
労
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
米
原
市
に
は
、
戦
前
、
日

本
の
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
来
日
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
戦
後
も
そ
の
ま
ま

日
本
に
残
っ
た
朝
鮮
半
島
出
身
者
と
、

そ
の
子
孫
で
あ
る
日
本
生
ま
れ
の

人
々
も
生
活
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
「
在
日
コ
リ
ア
ン
」
と
呼
ば
れ
る

人
々
で
、「
特
別
永
住
者
」
と
い
う
在

留
資
格
に
よ
っ
て
日
本
で
生
活
し
て

い
ま
す
。

米
原
市
の
場
合
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー

の
外
国
籍
市
民
が
多
い
こ
と
が
特
徴

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
な
お
、
ニ
ュ

ー
カ
マ
ー
と
は
、
１
９
７
０
年
代
以

降
日
本
に
来
日
し
、
日
本
で
生
活
す

る
外
国
籍
の
人
々
を
指
し
ま
す
。
中

国
帰
国
者
や
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
、
日

系
ブ
ラ
ジ
ル
人
や
ペ
ル
ー
人
な
ど
の

日
系
南
米
人
に
加
え
、
留
学
生
や
研

修
生
、
そ
し
て
日
本
人
と
国
際
結
婚

し
た
人
々
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

外
国
籍
市
民
の
多
く
は
、
派
遣
会

社
を
通
し
て
雇
用
さ
れ
る
非
正
規
雇

用
の
状
態
に
あ
り
ま
す
が
、
米
原
市

に
お
い
て
も
、
多
く
の
外
国
籍
市
民

が
、
経
済
変
動
に
左
右
さ
れ
や
す
い

非
正
規
雇
用
の
状
態
に
置
か
れ
て
い

ま
す
。

非
正
規
雇
用
の
人
々
の
多
く
は
収

入
も
安
定
し
な
い
た
め
、
会
社
が
提

供
す
る
社
宅
・
寮
を
選
ば
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
住
宅
は
、
Ｊ
Ｒ

の
駅
か
ら
離
れ
て
お
り
、
ま
た
路
線

バ
ス
の
本
数
が
少
な
い
た
め
、
公
共

交
通
機
関
を
使
っ
て
外
出
す
る
の
は

不
便
で
す
。
自
家
用
車
を
所
有
し
て

い
る
人
も
少
な
い
た
め
、
外
出
先
も

限
ら
れ
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
は
、

地
域
か
ら
孤
立
し
て
、
職
場
と
自
宅

の
往
復
だ
け
に
な
っ
て
い
る
実
態
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
語
を

学
び
、
も
っ
と
地
域
に
溶
け
込
み
た

い
と
願
う
外
国
籍
の
人
々
は
多
い
の

で
す
が
、
米
原
市
内
に
は
日
本
語
教

室
が
な
い
た
め
、
日
本
語
学
習
の
機

会
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国

内
の
経
済
状
況
の
悪
化
と
派
遣
法
の

改
正
で
、
昨
年
末
以
降
、
派
遣
会
社

を
通
し
て
就
労
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
籍
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
籍
の
人
々
が
次
々
と
職

を
失
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ

ル
籍
市
民
の
場
合
、
学
齢
期
の
子
ど

も
を
伴
っ
て
の
来
日
が
多
い
の
が
特

多文化共生の 
　まちづくりに向けて 

特 
集 

インタビュー調査から届いた 

外国籍市民の 外国籍市民の 報告  vol.１ 
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人権尊重のまちづくりに関する重要事
項を審議する機関として、市では15名の
委員で構成される審議会を設置していま
す。5月19日、米原公民館で開催された
審議会では今回のインタビュー調査が議
題にあげられ、調査の中心を担った多文
化共生研究会の山

や ま

ノ
の

内
う ち

裕
ゆ う

子
こ

氏（関西大学
准教授）から結果報告が行われました。
委員の方からは、「短期的に取り組むこ

と、中長期的な視野で取り組むことを整
理して対応することが必要」、「市独自で
対応できなくても、県や関係機関とのネ
ットワークを作ることによってできるこ
とがあるはず」などの前向きな意見が出
され、活発な議論が交わされました。

「人権尊重の
まちづくり審議会」で

調査結果を検証！

外
国
籍
市
民
は
ど
の
よ
う
な

困
難
に
直
面
し
て
い
る
の
？

生
活
の
実
態



徴
で
す
が
、
保
護
者
の
失
業
は
、
子

ど
も
た
ち
の
就
学
状
況
に
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
米
原
市
の
ブ
ラ
ジ
ル

籍
の
子
ど
も
た
ち
は
、
市
内
の
公
立

学
校
の
み
な
ら
ず
、
市
内
外
の
ブ
ラ

ジ
ル
人
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、

多
く
の
家
庭
に
お
い
て
、
経
済
状
況

の
悪
化
が
理
由
で
、
学
業
の
継
続
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。

米
原
市
在
住
の
外
国
籍
市
民
の
多

く
は
、
日
本
語
が
話
せ
な
い
た
め
、

外
国
人
登
録
や
納
税
な
ど
必
要
最
低

限
の
場
合
に
し
か
市
役
所
へ
行
く
機

会
が
な
い
よ
う
で
す
。
他
の
自
治
体

で
は
、
外
国
語
で
の
応
対
が
可
能
な

相
談
員
や
通
訳
を
配
置
し
、
多
言
語

に
よ
る
市
民
生
活
の
情
報
提
供
を
行

う
な
ど
、
外
国
籍
市
民
向
け
の
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
米

原
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
医

療
や
保
険
、
教
育
な
ど
市
民
生
活
に

お
い
て
必
要
な
情
報
や
、
納
税
や
各

種
手
当
受
給
に
関
す
る
情
報
を
入
手

し
づ
ら
い
現
状
が
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査
か
ら
は
、
外
国
籍
市
民
が
置

か
れ
て
い
る
現
状
が
浮
き
彫
り
に
な

り
、
様
々
な
問
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
、
そ
し
て
課
題
解
決
の

た
め
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
広
報
ま
い
ば
ら
７
月
15

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
に
お
け
る
外
国
籍
市
民
に
対
す

る
取
り
組
み
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
が
、
今
回
の
調
査
で
把

握
で
き
た
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
多
文
化

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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地
域
や
行
政
へ
の
印
象

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
は
？

今
後
の
課
題
に
つ
い
て

来
月
号
で
継
続
特
集
し
ま
す
！

お
問
い
合
わ
せ
　

総
務
部
人
権
推
進
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
―
６
６
２
９
　

5
５
２
―
４
５
３
９

市
の
印
象
や
利
用
状
況

多文化共生の 
　まちづくりに向けて 

特 
集 

インタビュー調査から届いた 

外国籍市民の 外国籍市民の 報告  vol.１ 

5月19日、審議会会長の田
た

中
なか

欣和
よしか ず

氏（関西大学名誉
教授）から泉市長へ「ニューカマー外国人の人権につ
いて」の意見具申が手渡されました。具申書には、特
に緊急に取り組むべきことについての意見がまとめら
れています。

「（仮称）共生社会実現に向けての市民意識調査」を7
月から行う予定です。外国籍市民のみなさんから届い
た声、そして日本籍市民のみなさんの声をあわせて、
今後の事業展開につなげていきたいと思います。
詳しくは7月15日号でお知らせしますので、みなさ

んのご協力をお願いします。

審議会会長から泉市長へ
外国人の人権について「意見具申」
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モ
ノ
づ
く
り
と
物
流
の
拠
点
を
め
ざ
し
て

米
原
南
工
業
団
地
へ
立
地
す
る

「
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ（
シ
ル
ク
）」
と

土
地
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
し
た

米
原
市
の
恵
ま
れ
た
交
通
基
盤
を

活
か
し
た
モ
ノ
づ
く
り
と
物
流
の
拠

点
形
成
を
目
的
に
、
米
原
駅
南
側
の

一
画
で
整
備
を
進
め
て
き
た
「
米
原

南
工
業
団
地
」。
こ
の
工
業
団
地
の

立
地
企
業
に
株
式
会
社
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ

（
シ
ル
ク
（
大
阪
市
北
区
））
を
決
定

し
、
６
月
１
日
に
土
地
売
買
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、
単
な
る
物
流
拠
点

で
は
な
く
、
生
産
を
メ
イ
ン
と
し
、

部
材
の
入
荷
か
ら
製
品
出
荷
ま
で
の

物
流
全
般
を
一
括
し
て
担
う
次
世
代

型
の
産
業
拠
点
で
す
。
滋
賀
県
か
ら

経
済
振
興
特
別
区
域
に
認
定
さ
れ
進

め
ら
れ
て
い
る
事

業
で
、
地
域
経
済

の
牽
引
と
と
も

に
、
環
境
に
や
さ

し
い
物
流
に
よ
る

地
球
温
暖
化
対
策

へ
の
貢
献
な
ど
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
市
政
参
加

を
促
進
し
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ

た
市
政
の
実
現
を
め
ざ
し
た
情
報

公
開
制
度
に
つ
い
て
、
昨
年
度
の

実
施
状
況
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
も
積
極
的
な
公
文
書
の
公

開
に
努
め
、
公
正
か
つ
透
明
性
の

高
い
行
政
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る

た
め
、
本
人
の
情
報
の
開
示
や
訂

正
、
利
用
停
止
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
個
人
情
報
保
護
制
度
の
昨

年
度
の
運
用
状
況
を
お
し
ら
せ
し

ま
す
。

今
後
も
個
人
情
報
を
適
切
に
管

理
し
、
適
正
な
行
政
運
営
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

市 政 ト ピ ッ ク ス

米原南工業団地 
滋賀統合物流センター 
［SILC］ 

米原南工業団地 
滋賀統合物流センター 
［SILC］ 

米原貨物 
ターミナル駅 
米原貨物 
ターミナル駅 

琵琶湖 

東海道新幹線 

JR東海道線 

県道彦根米原線 

国道８号バイパス（予定地） 

米原駅 

国道８号 
東海道新幹線 

JR東海道線 

県道彦根米原線 

国道８号バイパス（予定地） 

米原駅 

国道８号 

お
問
い
合
わ
せ
　

都
市
整
備
部

都
市
整
備
課

（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
―
６
７
８
３
　

5
５
２
―
５
１
９
５

平
成
20
年
度

情
報
公
開
の

実
施
状
況

平
成
20
年
度

個
人
情
報
保
護
制
度

の
運
用
状
況

実施機関

市長部局

議　　会

教育委員会

合　　計

請求
件数

１６

１

１

１８

全部

０

１

０

１

公　開

処理状況

部分

１２

０

１

１３

非公開

０

０

０

０

不存在

１

０

０

１

取り
下げ

3

０

０

3

実施機関

市長部局

合　　計

請求
件数

2

2

全部

0

0

開　示

処理状況

部分

2

2

不開示

０

０

不存在

0

0

取り
下げ

０

０

お問い合わせ　総務部 総務課（米原庁舎）
1５２―１５５２　5５２―４４４７

＊訂正および利用停止に係る請求はありませんでした。



平成21年
 

10月 
 　から 
 

これまで
 

特別徴収制度によって… 
＊納税の手間が省けます 
＊市役所の事務が効率的に！ 
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市 政 ト ピ ッ ク ス

現
在
、
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
市

県
民
税
を
納
税
す
る
義
務
の
あ
る
方
に

は
、
年
４
回
、
口
座
振
替
ま
た
は
市
役

所
や
金
融
機
関
の
窓
口
で
、
市
県
民
税

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年

の
10
月
か
ら
は
、
公
的
年
金
を
支
給
す

る
年
金
保
険
者
（
社
会
保
険
庁
な
ど
）

が
市
県
民
税
を
公
的
年
金
か
ら
引
き
落

と
し
、
市
へ
直
接
納
入
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

口
座
振
替
で
市
県
民
税
を
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
公
的
年

金
か
ら
の
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

市
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
引
き

落
と
し
（
特
別
徴
収
制
度
）
の
導
入
は
、

納
税
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
制
度
に
よ
り
新
た
な
税
負
担
が
生

じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
所
得
に

係
る
市
県
民
税
の
納
税
方
法
が
変
わ
り

ま
す
。

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
の
は
、「
４

月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受

給
者
で
、
前
年
中
の
公
的
年
金
所
得
に

係
る
市
県
民
税
の
納
付
義
務
の
あ
る
方
」

で
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
に
つ
い
て
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
て
い
な
い
方

◆
引
き
落
と
さ
れ
る
市
県
民
税
額
が
老

齢
基
礎
年
金
等
の
額
を
超
え
る
方

な
ど

※
こ
の
制
度
を
「
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
」
と
い
い
ま
す
。

新
た
な
税
負
担
が

生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受
給
者
で
、

市
県
民
税
を
納
税
さ
れ
て
い
る
方
へ

市
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
が
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
！

４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の

公
的
年
金
受
給
者
の
う
ち

市
県
民
税
の
納
税
義
務
の

あ
る
方
が
対
象
で
す
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市 政 ト ピ ッ ク ス

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和
60
年
以
前

の
制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
な

ど
で
す
。
障
害
年
金
お
よ
び
遺
族
年
金
な

ど
の
非
課
税
の
公
的
年
金
か
ら
は
、
市
県

民
税
の
引
き
落
と
し
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

引
き
落
と
し
さ
れ
る
の
は
、
公
的
年
金

所
得
の
金
額
か
ら
計
算
し
た
市
県
民
税
額

の
み
で
す
。
公
的
年
金
所
得
以
外
の
給
与

所
得
や
事
業
所
得
な
ど
の
金
額
か
ら
計
算

し
た
市
県
民
税
額
は
、
別
途
給
与
か
ら
の

引
き
落
と
し
、
ま
た
は
別
途
納
付
書
（
口

座
振
替
の
方
は
口
座
振
替
）
で
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

引
き
落
と
し
開
始
後
、
市
外
へ
の
転
出
、

税
額
の
変
更
、
公
的
年
金
の
支
給
停
止
な

ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
引
き
落
と
し
が

中
止
と
な
り
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
に
よ

り
市
役
所
や
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
る
方

法
）
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

引
き
落
と
し
の
開
始
は
、
平
成
21
年
10

月
支
給
分
の
公
的
年
金
か
ら
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
平
成
21
年
度
の
市
県
民
税

額
の
う
ち
半
分
に
つ
い
て
は
、
６
月
と
８

月
に
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
納
付
書
（
口
座

振
替
の
方
は
口
座
振
替
）
で
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下
記
の
「
納
め
方
の
例
」
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

平成21年度の市県民税の年税額を６万円（公的年金所得のみ）、平成22年度の市県民税の年税額
を５万７千円（公的年金所得のみ）とした場合

納め方の例

平成21年度の納め方

お
問
い
合
わ
せ
　

市
民
部
医
療
保
険
課
（
近
江
庁
舎
）

1
５
２
―
６
９
２
２

5
５
２
―
８
７
３
０

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
関
し
て
、
意
見
交
換
や
調
査
、

審
議
、
提
言
な
ど
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

引
き
落
と
し
の

対
象
と
な
る
公
的
年
金
は
…

10
月
支
給
分
の
公
的
年
金
か
ら

引
き
落
と
し
が
始
ま
り
ま
す

引
き
落
と
し
さ
れ
る

市
県
民
税
額
は
…

引
き
落
と
し
が

中
止
と
な
る
場
合
は
…

相宗
あ い そ う

久
ひさ

夫
お

（再）

松村
ま つ む ら

武温
た け は る

（新）

小
こ

林
ばやし

千枝
ち え

（新）

小
こ

澤
ざわ

勝
かつ

巳
み

（新）

河合
か わ い

亮
りょう

治
じ

（再）

加賀井
か が い

和幸
か ず ゆ き

（新）

山
やま

根
ね

史考
ふ み と し

（再）

竹下
た け し た

幸
ゆき

雄
お

（再）

山中
や ま な か

茂
しげ

樹
き

（新）

和田
わ だ

登美子
と み こ

（新）

森
もり

幾久子
い く こ

（再）

若林
わかばやし

初
は つ

子
こ

（再）

北崎
き た ざ き

智
ち

眼
げん

（再）

東
ひがし

野
の

弘
ひろむ

（新）

加
か

納
のう

藤
とう

太
た

郎
ろう

（新）

被保険者
を代表
する委員

保険医または
保険薬剤師を
代表する委員

公益を
代表する
委員

（新）平成21年4月新任
（再）平成21年4月再任

被用者保険等
保険者を代表
する委員

６月と８月は年税額の1/4ずつをこれまでどおり納付書または
口座振替で納めていただきます。10月・12月・２月は年税額
の1/6ずつを公的年金から引き落とします。

月
税　　額
算出方法

６月
１万５千円
1/4

納付書・口座振替で納める
（普通徴収）

公的年金から引き落とし
（特別徴収）

８月
１万５千円
1/4

10月
１万円
1/6

12月
１万円
1/6

２月
１万円
1/6

お問い合わせ　　市民部　税務課（近江庁舎） 1５２―１５５６　5５２―８７３０

平成22年度の納め方

４月・６月・８月は前年度の２月の税額と同額を公的年金から引き落とし
ます。10月・12月・２月は、平成22年度の年税額から４月・６月・８月
の税額を差し引いた残りの税額を公的年金から引き落とします。

月
税　　額
算出方法

４月
１万円

公的年金から引き落とし
（特別徴収）

６月
１万円

８月
１万円

10月
９千円

12月
９千円

２月
９千円

前年度２月と同じ額 22年度の年税額の残りの1/3ずつ

65
歳
未
満
の
方
で
、
公
的
年
金

所
得
と
給
与
所
得
に
係
る
市
県
民

税
を
あ
わ
せ
て
給
与
か
ら
特
別
徴

収
で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
た
場

合
で
も
、
平
成
21
年
度
か
ら
は
公

的
年
金
所
得
に
係
る
市
県
民
税
所

得
割
額
は
、
別
途
普
通
徴
収
で
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。



8public information  Maibara 2009.6.15

最
近
で
は
食
品
の
カ
ロ
リ
ー
表
示

が
多
く
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
自
分
の
１
日
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（
カ
ロ
リ
ー
）
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

１
日
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
は
性
別

や
年
齢
、
生
活
状
況
な
ど
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
た
と
え
ば
50
代
男

性
で
身
長
１
m
70
cm
、
63
kg
、
接
客

や
営
業
が
中
心
の
仕
事
の
人
だ
と
、

お
よ
そ
２
０
０
０
kcal
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
脂
肪
組
織
は
１
kg
あ

た
り
８
０
０
０
kcal
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

貯
蔵
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
先

ほ
ど
の
男
性
が
、
１
日
２
０
５
０
kcal

の
食
事
を
毎
日
と
っ
た
と
す
る
と
…

単
純
計
算
に
な
り
ま
す
が
、
毎
日
わ

ず
か
50
kcal
の
オ
ー
バ
ー
で
も
、
１
６

０
日
で
１
kg
（
50
kcal
×
１
６
０
日
＝

８
０
０
０
kcal
＝
脂
肪
組
織
１
kg
）、

１
年
間
で
約
２.

３
kg
（
50
kcal
×
３

６
５
日
＝
１
８
２
５
０
kcal

脂
肪
組

織
２.

３
kg
）
の
脂
肪
が
つ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
50
kcal
と
い
う
と
、
あ

め
玉
２
個
、
ご
飯
約
30
ｇ
（
あ
と
一

口
程
度
）、
ビ
ー
ル
１
０
０
cc
程
度

で
す
。

左
の
式
は
、
自
分
に
必
要
な
カ
ロ

リ
ー
の
計
算
式
で
す
。
自
分
に
必
要

な
カ
ロ
リ
ー
を
知
っ
て
、
食
品
を
選

ぶ
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
は

余
分
な
脂
肪
を
貯
め
て
い
ま
せ
ん

か
？

介
護
予
防
の
す
す
め

米
原
市
の
人
口
は
約
４
万
人
。
そ
の
内

65
歳
以
上
の
人
は
約
１
万
人
と
、
４
人
に

１
人
は
65
歳
以
上
の
方
で
す
。
65
歳
以
上

で
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は

４
月
１
日
現
在
１
７
３
８
人
で
、
介
護
が

必
要
な
状
態
と
な
っ
た
主
な
原
因
は
次
の

と
お
り
で
す
。

生
活
習
慣
の
悪
循
環
を
改
善
す
る

こ
と
で
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と

を
予
防
で
き
ま
す
。
次
回
か
ら
、
ご

家
庭
で
も
で
き
る
介
護
予
防
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

お問い合わせ　　健康づくり課（山東庁舎） 1５５―８１０５

お問い合わせ　　高齢福祉課内 地域包括支援センター（山東庁舎） 1５５―８１０３

１日に必要なカロリーの計算式
身長（ｍ）×身長（ｍ）×22×Ａ×Ｂ

栄養相談 実施中
★管理栄養士がお応えします★
日程は健康づくりガイドを

ご確認ください
（事前予約健康づくり課155－8105）

Ａ　基礎代謝基準値（kcal/kg/日）

Ｂ　生活強度

「健康きらり」で
は、健康で明る
く元気にくらす
ための情報を紹
介しています。

あ
め
玉
２
個
が

１
年
で
２.

３
kg
の
脂
肪
に

〜
カ
ロ
リ
ー
の
お
は
な
し
〜

生活状況　
1時間ほどの歩行、デスクワーク中心
の仕事、家にいる高齢者、主婦など

2時間ほどの歩行、立位の多い接客や
営業、子供のいる主婦など

ほとんどが立位・歩行の作業、農業・
漁業など、比較的強い作業に従事

1日のうち1時間は激しいトレーニング、
農繁期の農作業など強い作業に従事

Ｂ

1.3

1.5

1.7

1.9

＜要介護状態となった原因疾患＞　
高齢者等実態調査報告書：高齢者一般調査（平成20年3月）からの引用

・60代、70代に多い。男性に多い。
・介護度が重度化していく傾向があり、再発する
と介護に要する費用が高額となったり、家での
生活が困難になり施設入所になることも。

・70代、80代に多い。女性に多い。
・介護度は維持か軽度化する傾向。
・住宅改修、福祉用具にて状態が改善することが
多い。

・70代、80代に多い。女性に多い。
・介護度が重い（要介護3以上）人ほど認知症を
患っていることが多い。
・施設利用者で介護が必要になった原因の多くを占める。

18～29
30～49
50～

24.0
22.3
21.5

男性
A

年齢（歳）
女性
23.6
21.7
20.7

脳血管疾患

骨折・転倒

認知症

21.5%

17.3%

16.2%

１

入
れ
歯
が
合
わ
な
い

（
口
腔
機
能
の
低
下
）

２

食
欲
が
低
下
し
、

栄
養
摂
取
量
が
低
下

３

ふ
さ
ぎ
が
ち
に
な
り

活
動
量
が
減
る

８

つ
い
に
は
寝
た
き
り
に
…
。

４

筋
力
が
低
下
し
、
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
つ
ま
ず
く
よ
う

に
な
る
（
運
動
機
能
の
低
下
）

５

転
ぶ
の
が
こ
わ
く
て

外
出
し
な
く
な
る

（
閉
じ
こ
も
り
）

６

動
か
な
い
の
で
食
欲
が
わ

か
ず
、
欠
食
し
た
り
体
重

が
減
る
（
低
栄
養
の
状
態
）

７

ま
す
ま
す
筋
力
が
低
下
し
、
今

ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
（
生
活
機
能
の
低
下
）

『
ね
た
き
り
は
１
日
に
し
て
な
ら
ず
』

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
ま
で

に
、
い
く
つ
か
の
サ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

≒
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災害が発生したときの備えで何より重要なのは、
市民一人ひとりの助け合い。そして、いざというと
きに備えた、日頃の訓練です。
梅雨期を迎えています。いろいろな災害を想定し、
いざという時どうしたらよいか、何をするべきか、
冷静に判断できるよう、家族や地域で話し合ってみ
てください。

■災害応急物資の備え置き
地震によって物資輸送ルートが寸断した場合に備
え、最低３日分の飲料水と食料、衣類、その他の日
用品をあらかじめ非常持ち出し品として、いつでも
持ち出せるよう準備しておくことが大切です。
預金通帳、健康保険証、印鑑、現金などの貴重品
はもとより、壊中電灯、携帯ラジオなどの保管場所
も家族の中で確認しておいて
ください。
食料や電池などは時期をみ

て更新し、常時使えるように
しておく必要があります。

■避難場所・避難経路の確認
日頃から、避難する場所、そこへ避難するための
経路を家族全員で、徒歩により確認しておいてくだ
さい。
また、災害が発生した時には、自家用車の使用を
控えてください。阪神・淡路大震災の初期の段階で
は、道路中にあふれた一般車両のため、緊急自動車
の活動に支障が生じました。
避難する時はお互いに助け合いながら、公共機関
やラジオ等の情報を確認し、落ち着いて行動してく
ださい。家を離れる前に、
電気とガスを元から切るこ
とを忘れずに。

■住宅の耐震化・家具の固定
阪神・淡路大震災では、多くの方々が家屋の倒壊
によって亡くなられました。
ご自宅の耐震診断を行い、必要に応じて補強工事
を行ってください。市では木造住宅無料耐震診断を
実施しています。詳しくは15ページをご覧ください。
また、高さのある家具・電
化製品などは壁に固定するな
どの転倒防止措置を施すとと
もに、就寝する場所にはでき
るだけ家具等を置かないよう
に心がけてください。

～次回は、地域での防災に向けた取組みについてお知らせします。～

お問い合わせ　
防災安全課（近江庁舎）1５２―６６３０

5月13日の給食

栄養士からのワンポイントアドバイス
今回のマヨネーズ焼きは、たまねぎを使いま
したが、給食では他にも人参のすりおろし、み
そ、コーンクリーム缶などの組み合わせで登場
します。これなら魚嫌いの子も食べてくれます。
魚はたら

・ ・

やさわら
・ ・ ・

でもOK。

紅鮭　 50g 4切れ　
塩 こしょう 少々
料理酒 小さじ1／2 
マヨネーズ 40g

牛乳　 大さじ１
たまねぎ 20g
パセリ　　 3g
粉チーズ　 小さじ１

① たまねぎ、パセリはみじん切りにする。
②鮭に塩、こしょうをし、料理酒を振りかけておく。
アルミカップに鮭を並べ、グリルで8割程度焼く。

③ ボールに①を入れ、マヨネーズ、牛乳、粉チーズ
を入れて混ぜたものを、②にかけ、再びこんがり
なるまで焼く。

材料（４人分）

作り方
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市民の感染予防のために
新型インフルエンザ対策用資材が寄贈されました（5月21日）
新型インフルエンザの世界的な流行でマスクが不足する中、医

療福祉関連事業やクリーニング事業に携わる「株式会社 シガドラ
イウィザース（本社・彦根市）」から、抗ウイルスマスクとマスク
などにスプレーしてウイルスを抑制する消毒剤をセットにして、
1,000セット（市価120万円相当）を寄贈していただきました。
「市民のみなさんを感染から守れるよう地域に貢献したい」との
田中秀彦社長（米原市出身）のメッセージを添えて児玉顧問から
泉市長へマスクが手渡され、取り扱い方法も説明いただきました。
市では、感染すると重症化する恐れのある妊婦の方を対象に無料

配布するなど、いただいた善意を有効に活用していきます。

伊吹山の貴重な植物の価値を伝えたい
植物の写真パネルが寄贈されました（5月20日）

長年にわたり伊吹山の自然保護活動を続けてきた
彦根市の市民グループ「伊吹山ネイチャーネットワ
ーク」から植物の写真パネル（縦80センチ×横40セ
ンチ、約27万円相当）78点を伊吹山文化資料館に寄
贈していただきました。
写真は伊吹山の春から秋に見られる代表的な植物

などで、グループ
の理事長上野隆三
さんは「伊吹山の

お花畑の多様な植物をはじめとした自然環境の素晴らしさを多くの人に
知ってもらえるよう活用していただきたい」と話しておられました。
寄贈していただいた写真パネルは伊吹山文化資料館で8月16日（日）ま

で展示されます。

市
民
の
み
な
さ
ま
へ 

お
わ
び
と
再
発
防
止

再
発
防
止
に
向
け
て 

お
わ
び
と
再
発
防
止

再
発
防
止
に
向
け
て 

お
わ
び
と
再
発
防
止
に
向
け
て 

本
市
の
上
下
水
道
課
職
員
が
、
去
る
６
月
２
日
に
収

賄
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
で
、
行
政
の
信
頼
を
失
墜
し
、
市
民
の
み

な
さ
ま
に
は
、
大
変
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
事
件
が
起
き
た
こ
と
は
、
私
を
は

じ
め
上
司
の
管
理
・
監
督
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
心
か

ら
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

市
で
は
、
副
市
長
を
委
員
長
に
「
職
員
収
賄
事
件
再
発

防
止
対
策
委
員
会
」
を
６
月
４
日
に
立
ち
上
げ
、
今
回
の

事
件
に
か
か
わ
る
問
題
点
お
よ
び
課
題
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
公
務
員
倫
理
と
契
約
事
務
手
続
き
な
ど
に
関

し
て
再
発
防
止
策
の
策
定
に
向
け
検
討
を
早
急
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
職
員
の
法
令
遵
守
と
倫
理
意
識
の
一
層

の
徹
底
を
図
る
た
め
の
研
修
な
ど
を
実
施
し
、
こ
の
よ

う
な
事
態
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
職
員
一
同
が

襟
を
正
し
て
職
務
に
専
念
し
、
信
頼
回
復
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

米
原
市
長

泉

峰
一



米
原
市
内
に
上
杉
謙け

ん

信し

ん

を
祀ま

つ

る
神
社
が

あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。伊

吹
山
二
合
目
の
松ま

つ

尾
寺

お

じ

境
内
に
あ
る

上
杉
神
社
が
そ
れ
で
、
神
社
の
棟
札

む

な

ふ

だ

に
は
、

享
保

き
ょ
う
ほ
う

一
一
年
（
一
七
二
六
）、
若
狭
小
浜
藩

士
宮
田
景
豊

か

げ

と

よ

が
、
謙
信
公
一
五
〇
回
忌
に

宝
剣
を
奉
納
し
て
建
立
し
た
も
の
で
す
。

宮
田
は
上
杉

う

え

す

ぎ

流り
ゅ
う

軍
学

ぐ

ん

が

く

の
継
承
者
で
、
松
尾

寺
慧
観

け

い

か

ん

和
尚
に
深
く
帰
依
し
て
い
た
こ
と

が
縁
で
祭さ

い

祀し

を
依
頼
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
社
殿
は
現
在
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く

り
で
、
松
尾
寺
本
堂
山
側
の
小
高
い
丘
の

上
に
あ
り
ま
す
。
軍
神
上
杉
謙
信
が
伊
吹

山
の
中
腹
か
ら
琵
琶
湖
を
眺
め
て
い
る
の

が
少
し
不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。

松
尾
寺
は
、
白
鳳

は

く

ほ

う

年
間
（
六
七
四
）
に

天
武
天
皇
の
勅
願

ち
ょ
く
が
ん

に
よ
っ
て
、
松ま

つ

尾お

童ど

う

子じ

が
開
基
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中

世
に
は
天
台
宗
で
し
た
が
、
も
と
は
法ほ

っ

相そ

う

宗し
ゅ
う

で
し
た
。
伊
吹
山
は
古
代
か
ら
山
岳
信

仰
の
対
象
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
、
山
中
に

国
家
公
認
の
伊い

吹
山

ぶ

き

さ

ん

寺じ

が
あ
り
ま
し
た
。

伊
吹
山
寺
は
、
伊
夫
岐

い

ぶ

き

神
社
と
三さ

ん

之の

宮み

や

神

社
の
行
事
を
と
も
に
行
う
四
ヶ
寺
（
弥
高

寺
・
観
音
寺
・
太
平
寺
・
長
尾
寺
）
に
分

か
れ
ま
す
が
、
こ
の
四
ヶ
寺
と
同
じ
伊
吹

山
中
に
あ
っ
た
松
尾
寺
と
の
関
係
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。

伊
夫
岐
神
社
の
古
い
記
録
に
は
、
天
文

五
年
（
一
五
三
六
）、
松
尾
寺
に
所
属
す
る

寺
院
と
し
て
二
七
の
坊
名
が
あ
り
、
現
在

地
に
多
く
の
小
寺
院
が
集
ま
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
戦
国
時
代
の
戦
乱

に
巻
き
込
ま
れ
て
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。江

戸
時
代
、
貞
享

じ
ょ
う
き
ょ
う

年
間
（
一
六
八
四
〜

八
八
）
に
、
黄
檗
宗

お
う
ば
く
し
ゅ
う

の
僧
で
あ
る
秀し

ゅ
う

水す

い

が

伊
吹
山
に
き
て
、
彦
根
藩
家
老
西
郷
氏
や

沢
村
氏
の
浄
財
に
よ
っ
て
山
麓
に
本
堂
・

禅
堂
が
建
立
さ
れ
、
潮
音

ち
ょ
う
お
ん

禅ぜ

ん

師じ

を
迎
え
て

松
尾
寺
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き

に
宇
治
の
黄
檗
山

お

う

ば

く

ざ

ん

萬
福

ま

ん

ぷ

く

寺じ

の
末
寺
に
な
り

ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
多
少
の
盛
衰
は
あ
っ

た
も
の
の
、
数
多
く
の
弟
子
が

禅
学
を
追
求
す
る
出
世
道
場
と

な
り
、
多
く
の
黄
檗
寺
院
に
人

材
を
送
り
込
む
学
問
の
場
所
で

し
た
。
幕
末
の
農
村
革
命
者
・

大
原

お

お

は

ら

幽
学

ゆ

う

が

く

も
三
年
間
こ
の
寺
で

修
行
し
て
い
ま
す
。
明
治
二
七

年
、
荒
廃
し
て
い
た
本
堂
や

庫
裏

く

り

を
再
建
し
た
一
〇
代
谷
神

た

に

じ

ん

龍り
ゅ
う

和
尚
は
、
本
山
の
管
長
に
圧

倒
的
多
数
で
当
選
し
な
が
ら
こ

れ
を
受
け
ず
、
松
尾
寺
に
こ
も

っ
て
仏
典
を
研
究
し
、
詩
文
・
書
道
を
手

が
け
た
名
僧
で
す
。

し
か
し
、
戦
後
の
農
地
改
革
は
、
松
尾

寺
の
維
持
管
理
に
大
打
撃
を
与
え
、
経
済

的
な
よ
り
ど
こ
ろ
を
う
し
な
っ
て
、
昭
和

三
九
年
、
一
切
を
上
野
区
に
移
管
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
二
年
、
区
民

に
松
尾
寺
再
興
の
気
運
が
盛
り
上
が
り
、

元
の
場
所
（
二
合
目
）
に
再
建
さ
れ
ま
し

た
。
上
杉
神
社
も
こ
の
と
き
に
再
建
さ
れ

て
い
ま
す
。

黄
檗
宗
の
寺
院
に
は
、
開
祖
隠
元

い

ん

げ

ん

以
来

の
肖
像
画
が
、
師
か
ら
弟
子
へ
の
伝
法

で

ん

ほ

う

の

し
る
し
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
松

尾
寺
に
は
歴
代
の
書
も
多
く
、
達
磨

だ

る

ま

大だ

い

師し

の
画
像
や
書
は
、
禅
の
開
祖
か
ら
学
ぶ
た

め
の
も
の
で
す
。
資
料
の
な
か
に
は
、
上

杉
流
軍
学
の
お
城
の
縄
張

な

わ

ば

り

図ず

や
川
中
島
合

戦
の
絵
が
あ
り
、
上
杉
神
社
に
関
わ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
ま
な
び
推
進
課
）

天
地
人
・
上
杉
謙
信
を
祀
る
神
社

伊
吹
山
に
鎮
座

黄
檗

お

う

ば

く

宗し
ゅ
う

の
学
問
所

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
52

▲ 上杉神社

▲ 松尾寺
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６
月
２３
日
　
〜

日
　
〜
２9
日
　
日
　
は
男
女
共
同
参
画
週
間

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
！ 

６
月
２３
日
　
〜
２9
日
　
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
！ 

月 

火 

平
成
21
年
度 

標
語  

„
共
同
参
画
　
新
た
な
社
会
の
　
パ
ス
ワ
ー
ド
“ 
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　～いのちと人権～ 考えよう！ No.15

『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
と
は
、「
男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
み
な

さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

男
性
と
女
性
が
と
も
に
認
め
合
い
、
職
場
で
、
学
校
で
、
家
庭
で
、
地
域
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
の
研
修
会
に

◆
自
治
会
や
婦
人
会
な
ど
の
地
域
団
体
の
研
修
会
に

◆
学
校
（
園
）
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
に

◆
事
業
所
等
の
研
修
会
に

■
内
　
容

家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
の
日
常
生
活

の
中
で
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
を
見
直
し
、
男
女
が
互
い
に
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
め
ざ
す
も
の

（
例
）
・
男
女
共
同
参
画
の
基
礎
・
家
庭
や

子
育
て
の
こ
と
・
仕
事
と
家
庭
の
両

立
・
地
域
づ
く
り
・
高
齢
期
と
暮

ら
し
・
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
・
女
性

の
人
権
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
男

女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

な
ど

■
講
　
師

講
師
（
Ｇ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
し
が
推
進
員
）
は
、

県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
講
座
修

了
生
や
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
わ
る

リ
ー
ダ
ー
な
ど
で
、
推
進
員
の
研
修
を
積

ん
だ
者
を
派
遣

■
費
　
用

出
前
講
座
に
か
か
る
費
用
は
、
県
立
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
負
担
（
た
だ
し

会
場
使
用
料
な
ど
開
催
に
と
も
な
う
経
費

は
申
込
者
の
負
担
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

”Ｇ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
し
が
“
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■
目
　
的

地
域
の
特
色
で
あ
る
川
魚
を
活
か
し
た
「
川

魚
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
通
し
て
、
交
流
と
親
睦
を

深
め
、
地
域
住
民
の
連
帯
感
を
高
め
る
と
と
も

に
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

６
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

■
場
　
所

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
メ
ニ
ュ
ー

鮎
の
飴
炊
き
、
鮎
の
天
ぷ
ら
、
ハ
ス
の
塩
焼

き
、
鯉
の
洗
い
、
川
魚
の
フ
ラ
イ
、

鯉
の
あ
ら
汁
、
わ
か
め
の
お
に
ぎ
り

■
イ
ベ
ン
ト

餅
つ
き
大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
た
こ
焼
き

■
主
　
催

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

1
５
２-

２
２
３
２
　
5
５
２-

８
５
３
５

期　間 ６月28日（日）
～７月４日（土）

時　間 午前８時30分～午後７時
ただし、土・日は
午前10時～午後５時

対　象　小学生・中学生・
高校生・保護者 など

相談先　大津地方法務局人権擁護課内

相談員　人権擁護委員・法務局職員
※この強化週間以外でも、常時相談に応じています。

６月28日（日）～
７月４日（土）は

いじめ、体罰、不登校、虐待
など、子どもの人権にかかわる
問題について相談に応じます。

子どもの人権110番

0120－007－110
（フリーダイヤル）

今
年
で
第
20
回
目
を
数
え
る
「
川
魚
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
、

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
第

20
回
を
記
念
し
て
、
例
年
好
評
の
川
魚
料
理
の
ほ
か
に
、
餅

つ
き
大
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
し
ま
す
。
み
ん
な
で
川
魚
を
食
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
！
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サンライズ近江住宅団地分譲
残りわずか お申込はお早目に！

～環境フォーラムのご案内～

「川からまなぶスローライフ」

分譲の募集をしていたサンライズ近江住宅団地（米原市宇賀
野）について、受付期間に多くの申込みをいただき、このたび、
全１１区画中６区画の購入者を決定しました。
まだ分譲が決定していない区画については、今後、随時申込

みを受付け、先着順で購入者を決定します。市内で住宅地をお
探しの方は、お早めにお申し込みみください。

川で水あそびをしたり、魚つかみをしたり・・・
川でお米をといだり、スイカを冷やしたり・・・
誰もが、川にまつわる
懐かしい思い出を持っていますよね。

そうです。米原市には、
胸を張って誇れる「水」という財産があります。

でも今、あらためて川を見てみると、
ごみがちらばっていたり、
昔より生き物が少なくなっていたり・・・

そこで、今年の環境フォーラムは、
「川から学ぶスローライフ」をテーマに、
私たちのまちの川や森を見つめなおし、
自然を守ることについて一緒に考えていきます。

【第１部】 9:00～12:00
親子いきものたんけん隊

＆こども体験コーナー
◆自然が教えてくれること！歩いて観察しよう
◆地球温暖化ってどんなこと？体験して学ぼう
・参加者プレゼントがあります！
・お昼は地場産野菜のカレー！（予定）

【第２部】 13:30～16:00
環境フォーラム

「川からまなぶスローライフ」
◆ヨシ笛ミニコンサートで心を癒そう
◆講演 「川よ よみがえれ 森里

も り さ と

海
う み

連環学
れ ん か ん が く

（仮）」
講師　天野

あ ま の

礼子
れ い こ

さん
（作家・アウトドアライター）

◆身近な環境活動の事例発表から学ぼう
◆みんなでエコ宣言！“かっこＥＣＯと宣言”
・お楽しみ抽選会があるよ！

～環境団体のブース展示もあります～

申込資格
（１）自らが居住するために住宅を必要とされる方

（２）土地売買契約締結後約３年以内に自ら居住する住宅を建築できる方

区画面積・価格

区画図

■■申・■問 都市整備部 都市整備課（米原庁舎）
1 52－6783 5 52－5195

区画面積
２０６．２６m2（約６２坪）
２３６．６９m2（約７２坪）
２７０．５３m2（約８２坪）
２８５．２１m2（約８６坪）
１０９．９８m2（約３３坪）

区画番号
４
７
９
10
11

価　格
１，４２２万円
１，４９４万円
１，６７５万円
１，５７５万円
５５０万円

プログラム予定

■■申・■問 環境フォーラム市民実行委員会
事務局：経済環境部環境保全課（伊吹庁舎）
1 58－2230 5 58－1630

要申込

申込不要

お誘いあわせのうえ、

ぜひご参加ください！

7
4
土

ルッチプラザ



本校は高齢者が新しい知識と教養
を身につけ、地域の担い手となるた
めの生涯学習の場として開設する大
学です。
募集学科（定員）▼
園芸（25）／生活科学（20）／
地域文化（15）／
健康･レクリェーション（20）
修業期間s平成21年10月～

平成23年9月（2年間）
入学資格s県内在住、昭和9年10月2
日～昭和24年10月1日生まれの方
で、健康で学習意欲があり、修業
後に地域の担い手としての活動が
期待できる方。

授業料等s年額25,000円
教材費・保険料・現地研修費用は、
別に負担が必要です。

受付期間s6月17日(水)～
7月17日(金)

■問 滋賀県レイカディア大学米原校
（文化産業交流会館内）

1・5 52－5110
URL http://www.e-biwako.jp/

未来のシンガーソングライターを
めざして作詞作曲に挑戦してみませ
んか。
第１回　作詞教室

７月11日(土)
９時30分～15時
ジョイいぶき研修室

第２回　作曲教室
７月20(月・祝)
13時30分～16時
春照小音楽室

第３回　作曲教室　
８月2日(日)
13時30分～16時
春照小音楽室

第４回　ステージ発表
１月11日(月・祝)
時間未定
ルッチプラザベルホール310

応募資格s小学1年生以上
募集定員s30名(先着順)
参加費s18歳以上 1,500円（全4回分）

18歳未満 1,000円（全4回分）
■問 市まなび推進課（山東庁舎）
1 55－8106 5 55－4040

ウォーキング経験者が同伴し、初心者
から子どもまで安心してご参加いただけ
ます。米原をスタート地点に、月に一度
のペースで15回に分けて琵琶湖を一周
します。特定区間での参加も可能です。
参加費▼
琵琶湖一周3,000円
＊保険料、地図代、記念品代などを
含みます。小中学生も同額です。

申込締切s6月30日（火）
申込方法s必要事項（住所・氏名・年
齢・電話番号・緊急連絡先・一周参
加または特定区間参加かの区分）を
記入のうえ、下記のいずれかでお申
し込み。
はがき：
〒520-8577 大津市京町4-1-1
滋賀県交通政策課
琵琶湖一周健康ウォーキングあて
ファックス：077-528-4837
ホームページ：（「しがネット受付」
で検索してください）

■問 滋賀県ウォーキング協会
1 63－1217
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滋賀県レイカディア大学(米原校)
第32期　学生募集

東海道本線開業120周年記念
琵琶湖一周健康ウォーキング

６月は環境月間です！

6月１日から改正道路交通法が施行されました

私たちが当たり前のよう
に過ごしている毎日ですが、
豊かで快適な生活を送れる
のも、自然の恵みのおかげ
です。この機会に、自然環
境に感謝しましょう。

●高齢者の免許更新に講習予備検査を導入！
75歳以上の方が免許証の更新をする場合、高齢者講習の前に「講
習予備検査」を受けていただくことになりました。

●悪質・危険な運転は、より重い処分に！
飲酒運転など、悪質・危険な違反行為の点数が大幅に引き上げら

れました。前歴や累積点数がなくても一発で免許取り消しになる場
合があります。

■問 米原警察署　1 52－0110

22

米原市内の交通事故（平成21年５月31日現在）
件数　78件（ －17件 ）、死者　2人（ －1人 ）、傷者　102人（ －13人 ）※カッコ内は前年比

うたづくりワークショップ
（作詞作曲教室）受講生募集

【市役所のＣＯ２排出量報告】
平成19年度　1,230.8ｔ
平成20年度　1,197.4ｔ
19年度に比べ、マイナス

2.7％、33.4ｔ削減するこ
とができました。引き続き、
省資源・省エネルギー活動
に努めます。

環境保全課（伊吹庁舎）

主な改正点

醒井「水の宿駅」
ヒロ・ヤマガタ湧水ギャラリー企画展 入場無料

６月20日（土）～7月12日（日） 10:00～17:00 
■問 醒井水の駅宿　1 54－8222

足利 直子 押花アート作品展



地震から尊い命や財産を守り、被
害を軽減するための有効な手段の一
つが、家屋の倒壊を防止することで
す。市では木造住宅無料耐震診断を
実施しています。申込多数の場合は、
先着順としますので、お早めにお申
込みください。
調査s耐震診断員を無料で派遣

（時間は２～３時間程度）
対象住宅▼
①昭和56年5月31日以前に着工し、
完成済の住宅

②住宅の延べ面積の半分以上が住宅
として使われているもの

③階数が2階以下かつ延べ面積300m2

以下のもの
④木造軸組工法のもので、枠組壁工
法、丸太組工法でないもの

⑤大臣などの特別な認定を得た工法
による住宅でないもの

■問 市 防災安全課（近江庁舎）
1 52－6630 5 52－6930

広報まいばら６月１日号に掲載
誤りがありました。お詫びして下
記のとおり訂正します。
P８(年度)

誤 平成21日→正 平成21年
(歳入の支出済額総額)
誤 支出済額→正 収入済額

3月に定額給付金申請書を世帯主
あてに送付しています。また、子育
て応援特別手当の対象となられる方
には子育て応援特別手当の申請書も
同封しています。お忘れなく、期限
内に申請してください。
申請期限s9月16日（水）まで
■問 定額給付金担当
市 米原自治振興課（米原庁舎）
1 52－6636 5 52－4539
子育て応援特別手当担当
市こども家庭課（山東庁舎）
1 55－8104 5 55－4040

①介護員養成講習会
内容s介護員養成講習

（ヘルパー2級課程）
日程s7月22日(水)～12月3日(木)

の間に23回、別に実習4回
全27回（予定）

会場sびわこ学院大学
定員s50名(超過の場合は抽選)
締切s7月9日(木)必着
②フォークリフト技能講習
日時s7月10日(金)～17日(金) 

土日を除く6日間
会場sクレフィール湖東
定員s20名(超過の場合は抽選)
締切s6月25日(木)必着
①・②とも受講料無料。講習に関す
る仕事への就業を希望する60代前半
の方が対象。
■■申・■問 (社)滋賀県シルバー人材センター

連合会
1 077－525－4128 
5 077－527－9490

保護者が交通事故で死亡したり、
重い後遺障がいで働けないなど、経
済的理由で修学が困難な高等学校以
上の生徒・学生に奨学金を貸与しま
す。21年度の希望者を募集していま
すので、お問い合わせください。
対象者▼
＊現在、高等学校・高等専門学校、大
学・大学院・短期大学、専修学校等
に在学している方

＊平成22年４月に高等学校・高等専
門学校、大学・短期大学、専修学校
等に進学予定の方　

■■申・■問 (財)交通遺児育英会
1 03－3556－0773
7 0120－521－286

本校は｢実践技術者｣の育成を目的
とした２年制の短期大学で、電子情
報技術・生産技術・住居環境などの
学科があります。オープンキャンパ
スでは、学校紹介や募集要項の説明、
体験入学などを行います。
第１回　７月18日(土)

９時30分～12時30分
第２回　８月９日(日)

13時～16時30分
第３回　９月26日(土)

13時～16時30分
＊入校試験日程はお問い合わせくだ
さい。

■問近畿職業能力開発短期大学校附属
滋賀職業能力開発短期大学校
(ポリテクカレッジ滋賀)

1 0748－31－2254
5 0748－31－2255
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平成21年度「木造住宅無料耐
震診断」申込受付中！

お詫びと訂正

再就職支援・就業支援
シニア対象講習会

定額給付金・子育て応援特別
手当の申請はお済みですか？

交通遺児育英会
奨学金制度について

日程　7月25日（土）10時 ～ 26日（日）正午
会場　グリーンパーク山東泊
対象　市内の小学生100名 ＊先着順
参加負担　お米2合・保険料196円 ＊安全会員は不要
■■申・■問 市 子ども会育成連合会（市教委まなび推進課）

1 55－8106 5 55－4040

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは市　情報政策課 152－6627へ…
◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000円（13,300部発行・市内全戸配布）
◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000円（月平均アクセス数　18,000件）

人口41,806人（－27） 男20,490人（－24） 女21,316人（－3） 世帯数13,686世帯（－11）

65歳以上の人口　10,209人　　高齢化率　24.42% ※（ ）内は前月との比較【平成21年6月1日現在】

今月の表紙
い草のぞうりで

足元も衣替え！

ふたば幼稚園では、衣替えに合
わせて足元もおしゃれない草ぞう
りに衣替え。青や赤のかわいい鼻
緒をつけたい草ぞうりを履いて園
児たちは「涼しくて気持ちいい」
「おうちの畳を歩いてるみたい」
と元気に話してくれました。園児
たちは教室内で10月末日までい草
ぞうりで過ごすそうです。

ポリテクカレッジ滋賀
オープンキャンパスのご案内

自然と遊び、自然に学ぼう！

ふるさと まるかじりキャンプ
申込締切
6/30(火)
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環境保護のため再生紙を使用しています。

大豆油インキで印刷しています。
Trademark of American Soybean Association 
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突然の事故の緊急手術や病気の治療に必要な
輸血。血液は人工で作ることができないため、
輸血に必要な血液を献血によりいつでも充分に
確保しておくことが必要になります。
献血の実施にあたっては、医療機関で必要な

血液量をあらかじめ予測し、これに沿って献血
のご協力をお願いしています。しかし、年間を
通して血液の必要とされる量はほぼ一定である
のに対し、献血者数には変動があります。全国
的に見ると、特に冬場から春先にかけては、風
邪など体調を崩す方が多いことや、学校や企業、
団体などの協力が得られにくくなっていること
から、献血者が減少してしまいます。ゴールデ
ンウィークやお盆、年末年始などにも一時的に
減少しがちです。

献血者の減少は、長期保存のできない輸血用
血液製剤の不足を引き起こします。このような
場合、全国66ヶ所ある血液センター間の相互協
力によって、医療機関へ血液が確実に届くよう
にしていますが、常に迅速かつ安定的に供給す
るため、献血バスがきたときや献血ルームの近
くに立ち寄られた際にはご協力をお願いします。

「H20年度版
血液事業報告」より

●対象者 16歳から69歳までの健康な方
（ただし65歳以上の方は60歳から64歳の間に献血経験がある方のみ）
●ご持参いただくもの 免許証または健康保険証、お持ちの方は献血カード（献血手帳）

※いずれも全血献血（400、200ml）を実施します。

●湖北献血ルーム
（長浜市列見町11番10長浜サンパレス内）

毎週火・金・土曜日に実施
献血予約フリーダイヤル 0120-890-689 ※成分献血は、ご予約をお願いします。

献血を実施します。みなさんのご協力をお願いします。

お問い合わせ　　健康福祉部　健康づくり課（山東庁舎） 1５５―８１０５
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月別の血液確保量 

輸
血
量
（
万
Ｌ
） 

平成17年度 
平成18年度 
平成19年度 

実施日

6月19日（金）

6月30日（火）

実施日
成分献血

全血献血（400、200ml）

火・金・土曜日
10:00～11:00,13:00～16:00
10:00～12:00,13:00～17:00

受付時間
10：00～11：30
13：30～15：30
10：00～11：30

開催場所
米原庁舎
近江庁舎
山東庁舎

ここでも献血できます！
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